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ITi･近乳iT･の銅育熱か高まりつつあることは食生活D改

黄の巾か ら甜まLv,現象で あ りますOところでこれらの

乳F卜の殆んどは日本から妊娠牛として購入されています

ので到Ji-I,後間もなく分娩し､搾乳が始まり､現金が入り

ますので､すべ り川Lは極めて好調ですが､乳牛の搾乳

期間は凡そ10ケ月ですので//i娩後3ケ月経過すれば種付

せねばなりません｡この種付がうまくいくかどうかによ

って酪農経営がlT-IJTされるのですから問題は大きvlので

す.牛は普通/jJ娩徒60ロヒIriに撮切の発帖があります｡他
の動物では妊娠すると泌乳Jiliが急激に減少しますが､乳

牛ではそのようなことはありません｡ですから分娩後70

-90日に種付して妊娠させることは経営Lからも有T:rJだ

とV,われていますo

iFの楽舷を行うにあたって農J家が ･各心内再Jるのは粟

殖障宵です｡繁萌郎串ノE+[･の中には無籍h.J:.や卯催物博等色々

ありますが､子抑勺股炎も1:.BBな疾患の つです｡ここ

では子宮内牧炎について述べてみましょう｡

主原 因 …

(･IL;,:JJJ相和)蜘 1̂としては :

① (LttlyrJ桶川菌であるブルセラ､トリコモナス､ビフ

リオ'-lL･'JL_-があります､沖札でも .畦剰凪平Hや 上城村に 卜

l)-Jモナスが発Lf･:したことかありますが､規佃よ･(Li敵性

の疾軌まなV,ようです ただ沈･t3'二すべきは1頭の雄か多

(9)

敬の雌に種付したにもかかわらず*T:娠しなかった場合は

これらのrlミ攻性探息を疑V,調杏することですO

⑨ 現在各地に発生しているイ･勘 J､川依範は七として-JF-･

(Lt攻性舶厨､即ち連鎖球菌､ブ ドウ球菌､人腸菌､IL-過

禅菌等によって起るものと思われますO

⑨ その外に梱歯以外 (ホルモン異常等)でも甘JGl:炎

が起るようですが､その本態は七だよくわか ってVlませ

ん｡

ところで｣1:伝染性の柵菌劇針 ｣にも帯任してV,ますの

で､難盛土か後産停滞の場合にJF穐生的な鮎程をすると

ィ.宮内に侵入して内膜炎になりますOまた^l~授精の場

合細菌に汚染された精液の注入や注入器具の清毒の不完

全によっても発4-,するものですO乳牛でも分娩後30日以

前に碓措する場合がありますが､この頃は-J'･軸ノ｣に少数

LD綱蘭が残存してV,る場合があ って､この時馴 こ八丁授

精をすると(.宮州 こ侵入した精液と子宮内に城仔してVl

た細菌によって人T.的な子宮内膜炎の蒐生を見､,,交削後

に汚染した粘液か排IrtL,される場合かあるようです｡

さらに最近の研究によると卵巣ホルモンと内悦IJjtの発

LL-ともJ･&.日貨な関係があって卵胞ホルモンは細菌の発育を

qTluJlるが､英体ホルモンは増穐させるとvlわれてV,ま

すっ人月鮎組)fk:胞にあたって仲 川一射 :は､/トでは阿木

ホJレモンの∠Lて塵されている排卵の前後に精液をfl-･.穐gS=rノ｣

に注入することは 1-官｢勺rIFJuiを起す危険性が /Air/JIにあ

I)､I丈対に剰与謝ではこの心配はよほど減殺されるから



あ至り遅 くならなV,内に精液を注入したノJ-がよV'と述べ

ています

…症 状 i:

内膜炎にも色 あ々りますが,最も多V,のは化膿性内院

炎です｡これを2つに分け､その1は子宮から腰を排出

する月馴甜三内膜架と他のlは-r官4B管が閉ざされて子宮

内に膿のたまる子宮蓄膿柿です｡その中多いのは月尉副生

のノjです｡ 蓄膿凧ま刷 易険杏をしないとわか りません

が､膿漏性内院炎は外部や尾に黄白色の膿IrlJが附点し史
すのでよくわか ります｡

それから潜在性子宮内膜炎というものがありますC こ

の-)jは懇情畔以外は膿使物を排出しませんので非常にわ

か りにくいものです｡再丁:_稀付をしても受胎しないのが

特徴ですO発情時に1一宮頚管粘液をど-カに触って調べ

てみますと透明な粧夜の中に黄白色の膿片が混在してい

ますので容易に発見することが出来ますOまた腿片を確

かめる方法としてスライ ドグラスに拳挟､乾燥した後メ

タノールで固定､ギムザ染色して鏡検すると各数のFjE!球

(白血球のPEにがら)が検出されます｡

内院炎の場合は発IHIJ司跡 ま定igl的に裾現しますが､卵

巣疾藍と併催する場合は発l'lljが無くなること7');あl)ます

治 療 対 策 言

うとず回よりも甲.期碓♭乙が大U)ですOそのためには常に

牛に接して観察することです｡外陰部から膿様物の州汁'.

を認めた場合はl大川共炎とみて間違いないですから速か に

獣医師に連絡して処岸''滋 してもらうことです-

内膜灸の治療は年増的食塩水による-(一宮批准を行った

後､抗Ll-:物質を-Ll宮内に注入することによって､さほど

韓椛でない限り1-2Lq)の処闘 こよって治ります｡

またその 印方策としては難産や後産停滞の場介の衛F巨

的な処iE.'､人 Il.j剥靖の無菌的な操作も是非必蜜です｢そ

れと共に牛を榊 こ健康に保つよう合用的な餌fl<管用を行

って身体の機能を件 r鵜にすることが大切だと思います

(渡 弄 敷 すい宝 )
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